
令和元年 6月 4日武蔵野市成年後見制度利用促進基本計画策定委員会・資料 

 

令和元年５月３０日 司法書士浮田哲郎 

 

リーガルサポート（司法書士）から見る成年後見制度の現況（利用状況）及び計画策定にお

ける課題・論点等 

 

１、リーガルサポート（東京支部）における成年後見制度の現況（利用状況） 

（１）リーガルサポート東京支部の会員数、受任状況 

会員数（平成３０年度終）    １４６８名（法人後見会員５３法人） 

各名簿登載者（平成３０年度終） １３２２名（法人後見会員５２法人） 

 後見事務等の受託状況（平成３０年末日継続事件 （）は平成２９年末日 []は前年比。） 

  （法定後見関係合計）８６２８件（８２９８件） [１０４%] 

   成年後見人    ５０８１件（４７７１件） [１０６%] 

   保佐人      １４２６件（１３１７件） [１０８%] 

   補助人       ４３８件 （４３４件） [１０１%] 

   法定後見監督人  １５１４件（１６２６件） [ ９３%] 

   任意後見監督人   １６９件 （１５０件） [１１２%] 

  （任意後見関係合計） ４２１件 （３９７件） [１０６%] 

   見守り       ２９３件 （２７８件） [１０５％] 

   任意代理       ７１件  （６６件） [１０８%] 

   任意後見       ５７件  （５３件） [１０８%] 

  （合  計）    ９０４９件（８６９５件） [１０４％] 

 

（２）リーガルサポートにおける課題と取り組み 

（課題）不正再発防止   （取り組み）通帳等の全件原本確認  法人後見監督 

                   クラウドシステムによる業務報告（LSシステム） 

（課題）苦情対応等    （取り組み）研修制度、名簿登載制度の変更 

 

２、リーガルサポート（司法書士）から見る計画策定における課題・論点 

（１）中核機関をどの機関が担い、地域連携ネットワークをどのように構築していくか 

（２）中間機関等の具体的役割 

 ・地域連携ネットワークによる後見ニーズの把握と中核機関への情報集約（早期発見） 

 ・中核機関による申立支援（マッチング） 

 ・中核機関による申立後の支援（親族後見人支援、専門職後見人支援、相談対応） 

（３）家庭裁判所との連携、不正防止、後見人の交代等の課題 


